平成2６年度　大阪府社会教育委員会議　第２回検討部会　概要
○日　時：平成26年７月1５日（火）　14：00～16：00
○会　場：大阪府公館
○傍聴者：　一般：なし　　報道：なし
１　開　　会
２　挨　　拶
３　委　　員
　　　出席委員（３人）岡村委員、近棟委員、出相委員
      欠席委員（２人）大脇委員、村田委員
４　議　　事
（１）実践プランの基本的な考え方について（資料２、３、４　参照）
　　　　　⇒　協　議
（２）提言本文（案）について（資料５、６　参照）
⇒　協　議　
（３）実践プラン（例）（案）について（資料７（１～６）　参照）
⇒　協　議
◆主な意見等
　　＜実践プランの基本的な考え方について＞（資料２、３、４）
　　　＊資料２について
　　　　・１ページの8行目にある「想定している主な対象」はこれでいいと思うが、提言本文（案）の7ページには「関心を持っていなかった人が関心を持つようになることも含んでいる」と書いてあるので、ここにも「関心のない人の関心を高めること」も少し触れておいた方がいいと思う。
・1ページの18行目から22行目までには、実践プランを市町村の実情にあわせて柔軟に考えてつくって欲しいという趣旨のことが書かれているので、ここに市町村でより柔軟に取り組んでもらえるように「4つのステージの順番で必ずしも取り組まないといけないとは考えてない」ということも書き加えるといいと思う。
　　　　・1ページの19行目の「実施できるとは考えていません。」は社会教育ではできないと捉えられる可能性があるので「実施すべきとは考えていません。」とした方がいいと思う。
・2ページの9行目の「できれば」から15行目の「思っています。」は文が長すぎるので少し短くした方がいいと思う。
　　　＊資料３について
　　　　・ステップ１にある「地域の課題を発見」はもともと課題のないところから見つけるというイメージになるので、「地域の課題を選定」の方がいいと思う。
　　　　・１番下の図は右と左の図を入れ替えた方が、左図から右図のようにプランを作成することによって、変わっていくということがわかりやすいと思う。
　　　　・ステップ２の四角囲いの中にある「どのような地域の組織や団体が関わっているか」の中には課題に関わる行政部局の取組みも調べると社会教育として関われることも見えてくると思うので、「行政部局」も書き加えるといいと思う。
　　　　・ステップ３でプランの素案を作成するとあるが、資料４の実践プラン作成シートをいきなり見ても何を書けばいいのかもわからないと思う。実践プラン作成シートを埋めるのは、企画会議をするステップ５の段階になると思う。
　　　　・ステップ３で相談するための資料を作成する場合、資料４の実践プラン作成シートをいきなり埋め込むのはハードルが高すぎるので、もっと簡易なシートの方がいいと思う。簡易なシートには社会教育で「やりたいこと」や関われる団体や組織等を書き込むくらいのイメージでいいと思う。
　　　　・ステップ５の四角囲いの中にある「その中で」のあとに「ねらい」を「取組内容」の前に入れるといいと思う。取組みに関わる組織や団体が「ねらい」を共有して、初めてステップ５で同じ方向を向いて実践プランを作成していくことができるので、「ねらい」は必要だと思う。
　　　＊資料４について　
・資料４の一番下の図は実施主体を真ん中に入れ込むと実施主体の役割分担の大きさがわからなくなってしまうので、円グラフの要素の１つに実施主体も入れた方がわかりやすいと思う。そのうえで実施主体を太字で表すとか四角囲みするなどした方がわかりやすいと思う。　　　　　　　　　
＜提言本文（案）について＞（資料５、６）
　＊資料５について
・3ページの８行目にある社会教育の「得意技」のところには「人々の新たなつながりをつくる」ことだけではなく、人々が課題を学び合うことによって基本的なことを理解してから活動に移していけるので「活動の質があがる」というようなことも盛り込めるといいと思う。
・5ページ７行目以降に使われている「おせっかい」という言葉は一般的に「余計なお世話」「無用な親切」など否定的なイメージを持たれているように思う。この提言では5ページの18行目にこの提言における「おせっかい」という言葉の意味に注釈をつけて説明しているようにいい意味で使っているが６ページの3行目以降には多すぎるので、できる限り減らす方がいいと思う。
・例えば「おせっかいを焼く人を増やす」という表現を変えるとすれば「周りにいる人の多様性を認めたうえで気を配りながら活動する人を増やす」「関われる力を持つ人を増やす」というような表現に変えることができると思う。
・本文を例に挙げて考えると6ページの1行目であれば、「住民の一人ひとりまで『おせっかい』を焼くことが広がっている地域をイメージしてきた。」は「住民の一人ひとりまで『関心』が広がっている地域をイメージしてきた。」くらいにするといいと思う。
・７ページの9行目にある「困る原因」は排除や忌避をしない人を増やすことにつなげることが目的なので「孤立する原因」とした方がいいと思う。
　　　　
＜実践プラン（例）（案）について＞（資料７（１～６））　
　＊資料７－１について　
・「気づきを促す」のところの参加者の気持ち変化には、大学生は「元気広場」の取組みを知らないので、「こんないい取組みがあったんだ。こういう取組みは大事だなぁ」ということも含めるといいと思う。そういう気づきにすると大学生が自分たちも協力して継続する取組みにしていこうというように関心が高まっていくように思う。
　＊資料７－２について
　・「気づきを促す」のところにある「手作り弁当の持ち寄り」は参加者にとってハードルが高いと思うので「一品持ち寄り」くらいにするといいと思う。
＊資料７－３について
　・「学ぶ機会をつくる」の取組内容には「楽しめる活動を学ぶ」だけではなく、障がいについて学んで、理解を深めるという内容も入れるといいと思う。
＊資料７－４について
　・意見なし　　
＊資料７－５について
　・「エピソード」の中で、外国人保護者のBさんのことだけにしか触れていないが、Bさんのことに気づいた後に、「実は他にも多くの外国人の保護者がいることに気づきました。」とした方が自然だと思う。
　・「学ぶ機会をつくる」の取組内容にある観光スポットや外国文化を知る講演を行政職員が行うことになっているがあまり現実的ではないと思う。
　・「学ぶ機会をつくる」の取組内容は外国人の大人や子どもが日常（学校）生活で困っていること学ぶような内容にするといいと思う。その際には、単に外国の人が困っていることを学んで理解するということではなく、自分の住む地域の中で起こっている問題だと考えられる内容にするといいと思う。
　・「参加者の気持ちの変化」の学ぶにある「言葉がわからないのに日本で生活するなんてすごい」は
　　学んだあとの変化としては素朴すぎると思う。例えば、「自分たちが伝わっていると思っていたことが伝わってなかったんだ。どうすればコミュニケーションがうまくとれるようになっていくのだろう」というような学びがあってもいいと思う。
　・「情報提供をする」のところに外国人どうしのコミュニティの情報も入れるといいと思う。
＊資料７－６について
　・「できることに気になることから始める意識の醸成」にあるバザーで支援団体に寄付するとかいうことではなく、必要な物品を集めて届けるというようなことにするといいと思う。
　・物品を届けるというのは、ハードルが高いと思う。安全マップをつくるとしても、ホームレスの方がいる場所が分かった時に排除の方に動くことの方が多いと思う。
・そのような現状の中、排除に向かうのではなく、「気づきを促す」の参加者の気持ちの変化にある「あの人たちのこと、子どもにはどういう風に映っているんだろう」というような気持ちを自然に生み出すような取組みを最初に設定できればプランは流れていくと思う。
　・「エピソード」に「家でテレビを見ていた時に子どもがホームレスのことを軽蔑するような発言をした」とか、「知人が経営する会社が倒産したことによって、借金を抱えてホームレスになった」とか、現実にありそうな事例を取りあげるといいと思う。
　・最近のNPOの活動は一緒に自転車を修理する、サッカーをするといったような社会的な関係を作り直すというような支援が主流になってきているので、そのような支援活動に参加するというようなことを「できること気になることから始める意識の醸成」の取組内容に書けるといいと思う。
　・このような課題を学んで理解を深めていくことはとても大切なことだと思っているので、このプランは例示としてあげたいと思う。
　　　　　　　
５　閉　　会　　
